様式第３号の２（第７条関係）
審　議　経　過
　　　
	 １　開　　会（まちづくり課　古竹課長）
 　　あいさつ（田中会長）
 ２　辞令書交付
３　会長及び副会長の改選

４　令和６年度伊万里市さが未来アシスト事業費補助金事業の審査について
（１）審査方法等の説明（事務局）
（２）事務局より事業概要の説明（事務局）
（３）新規応募団体による事業内容の説明・質疑応答
◆質疑応答
　　①川内野の資源の利活用・再発信を図る事業
　　　川内野区　（説明者１名）
　　Ｑ：夢耕房たきのが取り壊しとなると説明されていたが、なぜ取り壊しとなるのか。

　　Ａ：具体的にいつ取り壊すとかではない。利用者数等によっては、将来的に取り壊しとなる可能性はある。
Ｑ：利用料金はどのように設定されたのか。
Ａ：周りの料金に合わせたほうがよいとアドバイスを受け、乳待坊いこいの広場キャンプ場（武雄市）と同じ３，０００円とした。

　　　　
	

	　　Ｑ：シャワー等は２４時間使えるようにするのか。
　　Ａ：シャワー等は夢耕房たきの内にあるため、施設の鍵を２４時間開けるようにする。
　　②観光振興事業・松浦フットパス
　　　松浦町まちづくり運営協議会（説明者１名）
　　Ｑ：フットパスは年に何回実施する予定なのか。
　　Ａ：ゆくゆくは年に２～３回実施するようにしたいが、今年はコースの設定からの作業であるため、１回としている。
Ｑ：移住定住を目的とするのであれば、もっと市外への周知を図ったほうがいいのではないか。
Ａ：プレスリリースを行い、報道機関を活用した周知を行う。
③家読の郷推進事業
　黒川町家読連絡会（説明者３名）

Ｑ：絵本箱の利用状況と、本の管理はどのようになっているか。特に外に本を置くにあたっては日光等が心配である。

　　Ａ：特に絵本を借りるときに貸出簿への記載等は求めていない。当初本の管理を徹底すべきだという意見もあったが、自由に誰でも借りられるように、任意でノートを置いているのみ。１年に１回棚卸を行い、本の所在を把握している。また、外に本を置くと特に湿気の対策が必要である。壁から離して本を設置する等対策をとるようにしている。
 　　 
	

	（４）審査結果のとりまとめ
審査については必要性・緊急性（４点）、効果と継続性（４点）、アピー

　　　　ル性（２点）の３項目を審査の基準とし、１０点満点で採点が行われた。

　　　　採点の結果、各事業の平均点は次のとおりとなった。

　◎　伊万里市さが未来アシスト事業費補助金事業
①川内野区の資源の利活用・再発信を図る事業
　　　　　８．０点（川内野区）
②観光振興事業・松浦フットパス
　　　　　７．０点（松浦町まちづくり運営協議会）
③家読の郷推進事業
　　　　　８．８点（黒川町家読連絡会）

　※審査要領により、委員全員の平均６点以上を採択するため、応募のあった
３事業は採択とされた。

　※各団体に対する補助金や交付金額については、佐賀県の事業決定を参考と
し、事務局で再度査定し決定する。

５　連絡事項等
６　閉　　会（田中会長）
	


※主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。
